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日 本 時 間 7 月 17 日 午後 4 時 23 分 、 国 際 宇 宙 ス テー ショ ン (ISS ) へ 入室 し た 星 出 彰彦 宇宙 飛行 士 は 
「 き ぼう 」 日 本 実験 棟 へ “里帰り "し た 感激 を 、 ツ イッ ター で そう 伝え まし た 。 続く 28 日 に は 
宇宙 ステ ーション 補給 機 「 こ う の と り 」 3 号機 が ISS に 無事 結合 。 水棲 生物 実験 装置 」 や 

「 小 型 衛星 放出 機構 ] な どの 実験 装置 が 運び 込ま れ 
宇宙 実験 か ら ISS 設 備 の メン テ ナ ン ス 作業 まで 

忙し くも 充実 し た 日 々 が 始ま っ て いま す 。 


7 月 28 日 午後 5 時 財 
の 612 が 記 の の だ 
り ]3 号 機 に 一 
番 乗り 


8 月 6 日 「 き ば ぼう] ロボ ッ ト ア ー 
ム を 操作 し 、「 こ う の と り ] 3 R 
le 号機 の 明 規 パレ ッ ト を 、 船 8 月 1 日 自身 を 被験 者 と し た 実験 活動 と し 
理論 條 実 映 プ ラッ ト フ ォ ー ム て 、NASA の 統合 的 心血 管 実 験 の 一 環 
に 取り 付け 完了 で 、 体 に 電極 を 付け て 超 音波 走査 を 行う 


8 月 3 日 「 き ぽう] 日 本 実験 棟 の 低温 冷却 水系 で 、 故 で A 
障 し て いた ポン プ の 交換 作業 。 この ポン プ は 「 こ う の と ea 


り ] 3 号機 で 運ば れ た も の 


国際 宇宙 ステ ーション 滞在 期間 中 、 
実験 の 様子 や 宇宙 で の 暮らし な ど を 
星 出 宇宙 飛行 士 が つぶ や きま す 。 
皆さん ぜひ フォ ロー くだ さい 。 


ヨ 画像 提供 :JAXA/NASA 


INT は ロロ ロリ ロビ TIOMN 


出 彰 彦 宇 宙 飛 行 士 の 国際 宇宙 ステ ーション 

で の 長期 滞在 が 、 ま も な く 2 カ 月 を 迎え ます 。 

この 間 、 日 本 人 宇宙 飛行 士 と し て 初め て 宇宙 

ステ ーション 補給 機 「 こ う の と り 」 の 結合 作 
業 に 携わり 、「 き ぼう ] 日 本 実験 棟 で | 水棲 生物 実験 装置 
や 「 小型 衛星 放出 機構 ] を 使っ た 実験 も $ 始 まり ま し た 。 高い 
信頼 性 を 誇る 国産 ロケ ッ ト と 物資 輸送 船 、 未 来 を 探る 人 工 
衛星 や 探査 機 、 軌 道上 の 実験 室 一 一 。 日 本 は 数 を の 宇宙 技 
術 を 獲得 し て きま し た が 、 その 歴史 は 半 世 紀 以 上 前 に さか 
の ぼり ます 。 巻頭 特集 で は 開所 50 周 年 を 迎え た 内 之 浦 宇 
宙 空 間 観 測 所 と 能代 ロケ ッ ト 実 験 場 を 取り 上 げ 、 関 係 者 に 
イィ ンタ ビュ ー。 宇宙 開発 を 支 を て きた 道のり を 、 ロ ケッ ト 
開発 の 父 ・ 和 糸川 英夫 氏 の エピ ソー ド も 交え て ご 紹介 し ま 
す 。 そし て 、 忘 れ て は な ら な い の が 中 小 企業 の モノ 作り 力 。 
「 は や ぶ き 」 プ ロジ ェクト を 支え た の が 数 百 
社 の 中 小 企業 で あっ た よう に 、 宇 宙 べ の 
チャ レン ジ は 皆さん の 町 に も ある 町 
工場 で 続い て いま す 。 今回 [ 宇宙 
に 飛び 出す メイ ド ・ イ ン ・ ジ ャ 
パン | に 登場 する の は 、 家業 の 
工場 を 継い で 宇宙 分 野 へ 乗り 出 
し た 気鋭 の 若手 経営 者 .「 は や 
ぶさ き 2」 に か か わる 技術 $ 出 て き 
ます の で お 見 逃し な く 。 る て 、 
今年 の 中 秋 の 名 月 は 9 月 30 日 。 
お 月 見 の 前 に 大 阪 大 学 の 佐伯 
准 教 授 の 解説 で 、 月 周回 衛星 
「 か で ぐ や 」 の デー タ が 明らか に 
し た 月 の 科学 の 最前 線 を お 届け 
し ます 。「 かぐ や 画像 ギャ ラリ 
ー」 で は 美しい ハイ ビジ ョ ン 映 
像 を ご 覧 いた だ け ま す の で 、 こ 
ちら の お 月 見 も 合わ せ て お 楽し 
みく だ さい 。 
@http://wms1.wms.selene. 
darts.isas.j4aXa.jD/selene_ 
Viewer/ 
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gi 
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CLOSE-UP 
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「JAXA 宇 宙 航 空 最 前 線 」 を 見 よう ! 


表紙 :「 き ぽう ] 日 本 実験 棟 船内 実験 室 の 清掃 を 行う 星 出 彰彦 
宇宙 飛行 士 (画像 提供 JAXA/NASA ) 
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相模 原 キャ ン パ ス 特 別 公 開 と 


市 立 博物 館 で の 企画 展 
約 平 堀 て | ま 会 範 宙 進 的 と た 委 い す 笛 堀 織 _- 
ここ の と ころ 毎年 、 「 海 の 日 」 の 翌週 の 金 ・ 土 に 行っ て 還 財 川 り し 人 人 は い 笠 員 る 川 は 議 持 末 1 議 国 1 ーー デビ 
雪 時 具 た が り 間 思う 人 苫 会 の 軸 剛 続 ト 
いる 相模 原 キ ャ ン パス 特別 公開 で す が 、 今 年 も 7 月 27 日 で い 67 す 体 誠 開 で を 際 宇 形 時 る で 連 平 国 で O 回 還 ス 還 連 1 き 
( 金 ) と 28 日 ( 土 ) に 行わ れ ま し た 。 狭い キャ ン パ ス で は きま 年 か 的 凡 か す 利 協 申 に が す は 由 和 連 し P し 能 が 9 宇 2 マ レー エ 
大 勢 の 来場 者 を お 迎え する の に 限界 が ある こと か ら 、 最 中 生還 9t 直 の 凍ら 提 全 の 借 沿う 0 。 て な 議 年 A 四 年 縮 還 時 | 
近 で は 隣接 する 相模 原市 立 博物 館 や 東京 国立 近代 美 た うぅ う 宇 の 六 上 9 る 推 @ て 総 年 こ あ 委 の な ん S の 宇 長 に X 空 6 に 
術 館 フ ィ ル ムセン ター 相模 原 分 館 、 そ し て 相模 原市 立 共 を と を うす 看 501 当 和 す で 員 全 組 史 会 は 取 宙 に 国 内 還 月 
和 小 学校 の 協力 を 得 て 、 会 場 の 分 散 化 を 図っ て いま す 。 2 議 人 半年 だき 国交 人 上 后 休 了 会 ど 組 利 き に 堀 和 世 
了 8 後 つ こ っ " 議 で 独 に ミコ に 
パン フレ ッ ト の 配布 部 数 に よる と 、 来場 者 は 金曜 カ 宇 的 動 を 第 て か 用 を きま 立 属 い で い み の の 設 川 利 界 \yT/ 
6,146 名 、 土 曜 は 7,.699 名 で 合計 1 万 3.845 名 で す 。 生ま 学 向 当 涯 本 Pe デシ ちか am だ 選 2 
パン フレ ッ ト だ と 1 家族 で 1 枚 と か 2 日 目 に は 受け 取ら な か Mg 
ュ | NG 3 ご ーー っ! S ーー 5 、 、 ヽ タニー 王 
つり と 志和 れ が ある 7 て 。 に 下 間 は この 逆手 より 6 が 。。 正和 守 で 実 灯 ん た 康仁 きる ペッ シル 作 ガ 問 を 6 が よ 要 ます う の 約 打 仙 が 六 救 飛 て の て 性 ジン 枚 | 
り 多 い 来場 者 を お 迎え する こと が で きた の で は な いか と と も に 個人 蔵 る イイ 題 作 か み を まっ 性 せ が 互 財 べ ち 損 次 協 助 イ 話 ガ カム 語 と ろ 加 
ee EE 許 め いる な 交信 ん 産 上 害 下 定 ぶ 士 中 イ の 了 回 与 へ 雷 
推定 し て いま す 。 い ラ つよ ` で ま 意 あ "を そ 協 と 」 げ 引 し 王 遂 が を トト こ 委 が C 加 | 
例年 特別 公開 の 際 に は 、 常 設 展 示 の 重要 な 位置 を 占 年 1 月 か ら 相模 原 キ ャ ン パス の 展示 室 に 実機 を 常設 5 イ い うい 最 ら 見 る いれ 定 し て た 任 て 忠 と 聞 ラ と 上 員 就 き す 
め る 宇宙 科学 の 歴史 に 関す る コー ナー が 貧弱 に な る こと 示し て きま し た 。 この 機体 は Half-308 で 、 尾 夏 に は 横 ミン と 人 凍 生生 (ほか 月 和 提 十 ま ヵ き イ で 会 任 ロ る ヽ 
か ら 、 今 年 は 相模 原市 立 博物 館 で 特別 公開 に 合わ せ て 、 向き に し た と き に 読め る 向き に 、 上 下 の 尾 細 に 黒 で な 作 言 っ る は な わ 3 新 用 相 思 と - を 打 と ン す で し O 
企画 展 「 宇 宙 科 学 の 先 駅 者 た ちご 系 川 英夫 と 小田 稚 = 「26]、 こ れ に 加え て 上 側 の 尾翼 に は 「 上 」 と 書か れ て お ee と で まま は ソ 条 すき 条 い に さま 色調 年 す ち 上 島 表 昌 計ら 
ー」 を 開催 し まし た 。 今年 7 月 20 日 に 生誕 百年 を 迎え た り 、 先 端 を 上 に し た と き に 読め る 向き に 赤 で 「6」 と 書か れ に かま の WW まさ も 的 由 邊 た 計 芋 し 5 な 『 す 症 
「 日 本 の 宇宙 開発 の 父 ] こ と 糸川 英夫 先生 と 、X 線 天 て いま す 。「 生 産 研 究 」 (東京 大 学生 産 技術 研究 所 発 者 6 5 ト ち ) な 人 人 作 は た うみ 登 物 兄 た 救 場 る 
文学 を 発展 させ た 小田 稔 先生 に 焦点 を 当て た も の で 、 目 行 ) の 記録 と の 照合 の 結果 、 こ の 機体 は 国分 寺 で 1955 し 則 ぶ ダ か ( ん 鍵 軸 コ 8 生 分 
玉 展 示 は も ちろ ん ペン シル ロケ ッ ト で す 。 年 4 月 19 日 の 11 時 22 分 に 実 射 さ れ た Half-30S-26 そ WS ia BN 0 
"まな 種類 が 1 を 利 国 う えた 堀 題 | の で 総 レ て が 小 U め あて 堀 ら | ま 生 則 原 は P 
に カナ ネー 展示 を 始め る と 、 他 に も 所 有 者 が いる と いう 噂 が 伝 わ 用 和 し て を 川 は | 人 の 会 ボ 齋 あ を っ 川 隊 拓 2 な 了 yM 7 
ia 隊 Sg 2 い を 議 に 員 2 こと ( 
っ て くる よう に な り ま し た 。 また 、 比較 する こと で 鑑定 が 容 放 る 約 い くば 宇 在 で 論 出 ト を "会 に は で す 60 し 本 リ り で 発 モ S 
と ころ が 、 JAXA 宇 宙 科 学研 究 所 で は ペン シル ロケ ッ 易 に な り ま す 。 一 方 、 個 人 所 有 だ と 、 ど の 種 の 機体 な の 人 を け な 宇 生 特 2 し 人 も 人 較 は 記 了 お は に の す 電 1 寿 
ト の 実機 を 1 機 も 所 有 し て いま せん 。 常設 展 と し て は 長 ら か が よく 分 か り ませ ん し 、 人 目 に 触れ る 機会 を 限ら れ ます 。 ぉ あぁ けい で アプ 衝 に | すそ てい を 学生 初 こ す 準 る 0O グゥ 遍 も っ 
く 、 国立 科学 博物 館 に 展示 され て いる 1 機 と 、 日 産 荻 窪 _ そこで 、 こ れ を 機 に 現存 する ペン シル ロケ ッ ト を 少し で も で る い 叶 続 王 了 ま ま 計 員 め 間 内 上 ド ( 則 ン 半 ー ン 
工場 跡地 の 青梅 街道 沿い に 残さ れ た 「 ロ ケッ ト 発 拝 之 多く 1 カ所 に 集め 、 カ タロ グ 化 する と と も に 、 多 く の 人 に 見 生き る とみ 笛 が 史 き て うめ " 規 小 の で 会 50 階 し O ラッ ァ 放 ン 出 ( 
地 」 碑 に 埋め 込ま れ た も の (た だ し ガラ ス が 曇っ て いて 内 て いた だ こう と 考え まし た 。 糸川 先生 の 生誕 百年 の 機会 再 の 2 ん 和 l か 時 秋 る 凍 全 ほ す 際 ます M 2 
部 は よく 見 えな い ) が ある の み で し た 。 この よう に 、 た くさ を 逃す と 次 の 機会 は も うし ば らく な いで し ょ う 。 そこ で 、 所 混 直 手 か 用 ど 用 。 い の 委 の に 会 ^C 長 歴 参 " い も は 星 品名 
ん 作ら れ 、 試験 も 多く が 陸上 で 行わ れ て 機体 が 回 収 され 有 者 を 訪ね て 意図 を 説明 し 、 借 用 書 と 引き 換え に 実物 を 2 が の 和合 の の 0 と II を 0 近 3 き = 性 内 る テグ 。 
た に も か か わら ず 、 ペンシル ロケ ッ ト の 実機 を 見 る 機会 は お 借り し 、 別 の 所 有 者 の 心当たり に つい て お 伺い する と に 6 引揚 と 
多く あり ませ ん 。 スミ ソニ アン 航空 宇宙 博物 館 に 保管 さ いう 作業 の 繰り 返し が 始ま り ま し た 。 ろ M 人 よ 和 る 9 す の 所 が 了 な 宇 上 は 宇 上 員 キ M 本 
レプ リカ で す 。 い 再 会 ちあ り まし た 。 ある 方 か ら お 借り し た 機体 に う が 工 う 箕 Il で 報 イ 生 は 年 宙 は 間 会 ン 皮 
NR OS と 増 衛 に 階 で な 先 す 呈 重 め 告 わ ょ 組 天 太 宙 を で い 赴 に ク に 問 あ し 
さら に ペン シル ロケ ッ ト は 1 種類 で は あり ませ ん 。 全長 _ は 尾 思 の 上 下 に 黒 で 「23」、 上 側 に 「 上 」、 尾 思 の 裏 に 考え 星 し で すけ 回 多 ね 再 要 作 を れれ まみ 気 陽 2 半 ら 地 が で グ 行 題 り ま 
23cm の スタ ンダ ー ド ペン シル だ け で な く 、 全長 を 30cm に 赤 で 縦 に 「5」 と 書か れ て いま し た 。 [生産 研究 ] の 記録 は ょ す が し 人 《 デ 人 て ぇ 際 4 間 イタ の 昌 ル ? き い 
伸ばし た ペン シル 300 や 、 下 段 に ブー スタ ー を 付け た 2 と も 符合 する こと か ら 、4 月 18 日 の 14 時 36 分 に 実 射 され IN さ と こ 減 い ア 合 1 割 促 め て た 束 つや る ゃ 用 持 き し ル め め : 利 
段 式 ペ ン シ ル 、 実 射 は され な か っ た も の の ブー スタ ー を 3 た Half-30S-23 そ の も の だ と 考え られ て いま す 。 現在 る 2 、 上 4 けが は す 夫 も ゥ イ 上 生生 Co 拉 各 の 央 < 堀川 康 
つ 東 ね た クラ スタ ー ペ ン シ ル な ど が 存在 し ます 。 また 、 同 の 所 有 者 が 件 の 鉄 ス クラ ッ プ 問屋 の 方 と 懇意 に し て いた 2 ろ 上 四 い を 4 "で 浅 区 1 区 放 の き 人 ぃ いそ を 科 論 和 宙 で き HORIKAWA Yasushi 
ジス タン ダー ド ペ ン シ ル で E の 量 ( 長 さ が こと か ら 譲り 受け た の だ そう で 、 お そら く は 近い と ころ に 術 時 い 増 法 と な いで 1 この 射 監 か こ 二 を の 去 な 技術 参与 
じ ス タン ダー ド ベ ペンシル で も 、 推 薬 の 量 ( 長 さ が 120m あ こと か ら 議 り 受 けた の だ そう で 、 お そら く は 近い と ころ に 置 記 移 計 ろ ゃ や は 革 ん し な < ょ 4 イ こ ん 線 半 ^ 展 5 で 技 行 利 く ER 
る の が Full、 半量 の 60mm の も の が Half で 、 そ れ に 応じ か れ て いた 23 号 機 と 26 号 機 が 五 十 余年 の 時 を 経て 再 転 な きま えと て 間 こ * 年 内 で | な ヾ 2 の ・ は う 用 ` な 講 長 
ル 形 状 が 異 4 端 部 分 が * き る か どう か 会 し た よう で 問 を デ 国 な だ て か い 題 と こ に の ル ど 3 つた 14 小 ワ を デ る ゐる 
て ノズル 形状 が 異な る )、 先 部 分 が 着脱 で きる か どう か 会 し た よう で す 。 - 語 に 馬 D を の と Dm 0 の の の に つ の あ か の 
(2 ピー ス は 2、3 ピ ー ス は 3 ) 、 尾 細 の 取付 角 (0 は 0?、2 また 、 国 立科 学 博物 館 の 機体 に は 尾 細 に は 黒 で 「6」、 
は 2.5"、5 は 5") 、 先 端 部 分 の 材質 ( 鉄 は S、 ジ ュ ラ ルミ 赤 で 「PK] の 文字 が 共に 先端 を 上 に し た と き に 読め る 向 を る に の が う 活 は 堀 の | 利 削 間 見 が 軍国 が 
ン は D、 真 錠 は B ) に 応じ て 、 Full-30S や Half-22D な き に 書か れ て いま す 。 上 記 2 機 と の 比較 か ら 、 国 分 寺 で 4 委 人 な 上 前 長 川 提 い 用 大 昌 人 0 肝 
ど と 呼ば れ て いま す 。 先端 の 材質 を 変え る こと で 重心 の 月 12 日 の 15 時 5 分 に 実 射 され た 最初 の 機体 で ある ま 間 き 的 ら 導 実 避 季 を O 両 . 同 り 責 用 に わ 
位置 を 変え 、 尾 有 の 取付 角 を 変え る こと で 空力 性 能 を 確 "Full-305-6 な の か な と も 思い ます 。 赤 で 書か れ た 数 字 ま の せ 利 れ 味 績 其 な が 聞 P 立 王 じ ま を し は け 
re の | SAKAMOTO Seiichi 私 て 用 て で が 問 父 か U を 笛 で す 負 て で 
認 し よう と し た よう で す 。 無 尾 相 の 物 も 実験 に 用 いら れ た や 記号 の 意味 は 未だ に 分 か り ませ ん 。 お の い を いい あぁ に 臣 せ O 図 技 + す * う きこ は 
と 記録 に あり ます 。 この よう に し て 最終 的 に は スタ ンダ ー ド ペン シル を 10 機 和音. 下 は 乾 天文 時 見 6) VN の まひ の は 6 
類 は 友 を 呼ぶ (国分 寺 で 実 射 され た 記録 が 残る も の 2 機 を 含む ) 、 ペ ン 間 物 理学 。 宇 宙 科 学 を 中 心 と し た 広 な は に 記 思 | 紀 だ 長 過 社 第 和 ま 
や > トペ ン > ラス ター ペン 幸 普 及 活動 を は じ め 、 ロ ケッ ト 射 坦 課 ヽ 地 特 活 い と ダダ が 会 笛 炭 バ か 先 せ 
ペン シル ロケ ッ ト 探 し 20 MNO UE 0 。、^ 膨 稼 光 民 と の 対話 や 国際 協力 な ど 題 任 上 に 動 # 本 SF 遇 生 デ 素 と ゥ ら 進ん 
シル を 1 機 、 相 模 原 市 立 博物 館 の 特別 展示 室 に 展示 す 。 [た いか が い の こ と 」 に 朱 戦 中 。 写 真 は だ 期 り い に す の 背 て 篤 活 プ 排 い 先 国 < 
転機 が 訪れ た の は 2010 年 10 月 25 日 の こと で す 。 国 ” る こと が で きま し た が 、 存 在 が 確認 され な が ら お 借り で き 企画 展 の 展示 会場 。 健 者 の 前 に ある と で 発 年 期 ・ 皇 景 今 キ ヘリ 出 う 進 が 人 
ュ or こ に の は 再現 され た 管制 東 。 そ し て ペ > 考 あ 展 由 侍 そ 由 に 後 s の の の 意 = 上 
立科 学 博物館 の 「 空 と 宇宙 展 」 の 内 覧 会 で 偶然 に お 目 ず に 終わ っ た も の も 1 揚 あり ます 。 機体 は 集まり 、 証 言 や で 0 レ バ ン 
に か か っ た 来場 者 (品川 の 鉄 ス クラ ッ プ 間 屋 の ご 子息 ) 記録 も 断片 的 に 集まり 始め て いま す が 、 本 格 的 な 鑑定 は の 際 に 実 射 さ れ た 機体 1 フ 機 が 導 ぶ 2012 年 6 月 に ウィ ー ン で 開会 し た 
が ペン シル ロケ ッ ト の 実機 を お 持ち で 、 ご 厚意 で 2011 これ か ら で す 。 国連 宇宙 空間 平和 利用 委員 会 で 議長 に 就任 。 


左 か ら 、 国 連 宇宙 部 土井 宇宙 応用 課長 と 、 堀 川 技術 参与 
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私 報 凍 が 大 人 環 ま は ダ が] 
た め を と 行 堂上 まろ 22 ロ 0 As 
の 本 精 率 れ 人 刈る 前 し ん が hm ] 双 ぉ 
暮 誠 志 で ま ジ 負 す 信 開 東 】 5 
に は し 合う 晶 く 聞 層 京 4 2 As 
し 主 提 へ た 散々 衛 呈 覚 る コ 4X <。 ト 
革 キ る C 還 衣 ミ コト 2 まめ % と ルン 
献 ば こ ず 川 の ネ し と の し 5 ンー 
ト う とく プ ト ル す で ス た 後 ま 果 ン 
4 所 よ が メジ クタ * さ 生生 える シ 大 ボ 
ヽ た 。 二 キュ や 
く 測 天気 ち と の 基 人 1 香 か ジ 
r 本 二手 まれ 着 回 は *: 中 ウ 
人 
に ド 機 験 民代 失 た 細 散 に 。 紹 
テ 雪 本 クー っ 如 年 *ー 
た ご 紹 士 全 行 第 待 決 績 申 介 
ょ ンス 介 が 圭 士 5 し す び 食品 
を 宇 の ゃ 長 が : 介 て る つ 肖 3 
編 宙 と 期 登 宇 半 いた 済 下 
介 船 選 宇 潮 場 更 て る 玉 お ちあ た 
信久 全て 全 キ で て 導 ま 
シ 採 失 7 仁 時 は 医 ル 平 世 の た 
ン 0 に & | 思 < ル ず 
求 用 史 行 出 野 る が く < 界 水 沖 
ジミ アァ ョ 32 束 口 ひ 送 この 循 孝 
ウ れ メン 宇 彦 聴 と ら の 水 環 授 
ぜ に 9 いな っ ム 
ひ は 月 き が て を 
参 周 いる たら 
加 市 に ょ れ な 
8 し に さり 
だ で は 締 了 ap 大 
7 7 
は 軸 人 え 開 
し で きま 意 だ 
ま 9 し 24 見 [し ずく ] を テー マ に トー クセ ッ シ ョ ン 。 右 か ら 沖 孝 
す 月 た 区 を 味 授 中 川 GCOM プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ 、 フ リー 
2 張 開 を アナ ウン サー で 気象 予 報 寺 の 山田 玲奈 氏 、 
、 日 て き 持 、 JAXA た 報 放 佐 々 木 薦 企画 普及 グル ー プ 長 


星 出 宇 宙 飛 行 士 の ミッ ショ ン を 
解説 する 野口 宇宙 飛行 士 


約 1000 人 の 来場 者 で 満席 に 
な っ た メル パル ク ホ ー ル 東京 


| 、 欠 JAXA シ ン ボ ジウ ム の お 申し 込み は こち ら か ら 
福岡 https://www.science-event.jp/ 回 回 
jaxasymDpo2012/fukuoka/ 
札幌 https://www.science-event.jp/ 
jaxasympo2012/sapporo/ 
モバ イル http://mobile.jaxaJp 
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宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 No.()46 


発行 企画 倫 JAXA (宇宙 航空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 借財 団 法 人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 欠 Better Days 

印刷 製本 代 株 式 会 社 ビー・ シ ー・ シ ー 


2012 年 9 月 1 日 発行 


JAXA's 編集 委員 会 
委員 長 的 川 枯 宮 
副 委員 長 寺田 弘 慈 
委員 阪本 成一 寺門 和夫 喜多 充 成 
顧問 山根 一 眞 


INF ロ RMATION 3 


本 格 ス ター ト 

飛行 技術 の 実用 化 に は 、 実 
に 飛行 する こと に よっ て 実証 ・ 
実験 を 行う こと が 重要 で す 。 日 本 
の 航空 技術 を さら に 高め て いく た 
め に 2012 年 2 月 に 導入 し た TAXA 
の 実験 用 航空 機 「 飛 翔 ] が 、7 月 22 
日 か ら 本 格 的 な 飛行 実証 実験 を 開 
始 し まし た 。 今回 の 試験 で は 、 今 
後 の 飛行 試 験 で 使用 する 計測 機材 
を 搭載 し て 機能 や 信頼 性 の 確認 を 
行い 、 ま た TAXA 名 古屋 空港 飛 


ーーーー 


(マーー マー み we 


激励 に 訪れ た 大 村 秀章 愛知 県 知事 ( 右 ) 県 営 


と JAXA 中 橋 和 博 理 事 ( 左 ) 
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と 名 古屋 市 科学 館 は 、 宇宙 


それ ぞ れ が 有する 普及 啓発 手段 や 
研究 成果 な ど を 基盤 と し て 、 包括 
的 な 連携 協力 を 効果 的 に 実施 する 
た め 、 相互 協力 協定 を 締結 し まし 
た 。 名 古屋 市 を 中 心 と する 愛知 県 
は 航空 宇宙 産業 が 非常 に 盛ん な 地 
域 で あり 、 宇 宙 航 空 分 野 の 研究 開 
発 活動 は 今後 さら な る 発展 が 期待 
され て いま す 。 JAXA と 市 科学 
館 は 本 協定 に 基づき 、 相互 の 施設 
や 資料 ・ 人 材 を 活か し て 、 和 宇宙 飛 


行 士 や 研究 者 に よる 講演 会 の 実施 、 


市 科学 館 の 展示 へ の 資料 映像 提 
供 を 通じ 、 子 ども た ちの 宇宙 航空 


名 古屋 空港 か ら 飛 び 立 つ 「 飛 半 ] 


分 野 に お な ける 科学 教育 に 関し 、 


飛 奈 飛行 実証 実験 


行 研究 拠点 内 の 飛行 実験 統制 室 
で 、 こ れ ら 計測 機材 の デー タ が 正 
常に 受信 で きる か を 確認 し まし 
た 。 今 回 の 実験 後 は 、D-SEND プ 
ロジ ェクト で 使用 する GPS/INS 複 
合 航法 装置 の 検証 や 、DREAMS 
プロ ジェ クト (12 一 13 ペ ー ジ 参照 ) 
の 一 環 と し て GPS な どの 衛星 航 
法 へ の 電離 圏 異常 の 影響 を 調査 す 
る な ど 、「| 飛 翔 ] を 多岐 に わた っ 
て 活用 し て いく 予定 で す 。 


名 古屋 市 科学 館 と 
相互 電 力 に 関す る 協定 書 を 締結 


へ の 夢 を 育む 事業 を 実施 する な ど 、 


魅力 ある 取り 組み を 積極 的 に 進め 
て いき ます 。 


名 古屋 市 科学 館 の 石丸 典生 館長 ( 右 ) と 
JAXA 加 藤 善 一 理事 ( 左 ) 
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テー テ | mm 半 4 6/ 
こう の と り 」3 号 機 

ーー 

大 気 圏 再 突 入 へ 
1 日 に H-IIB ロ ケッ ト 3 号 機 
っ て 打ち 上 げ ら れ た 宇宙 ステ 
ーション 補給 機 「| こ う の と り ]3 号 
機 は 、 日 本 時 間 7 月 27 日 午後 9 時 
23 分 に 国際 宇宙 ステ ーション 
(ISS ) の ロボ ッ ト ア ー ム に より 把 
持 ( は じ ) 8 れ 、28 日 午前 2 時 31 
分 に ISS と の 結合 を 完了 。 星 出 宇 
宙 飛 行 士 ら クル ー に よっ て 、[ 水 
棲 生 物 実験 装置 ] や | 小型 衛 星 放 
出 機構 ] と 3 つの 小型 衛星 な ど が 
ISS へ 運び 込ま れ ま し た 。 引き 続 
き 廃棄 する た め の 不 用 品 を 積み 込 
む 作 業 が 行わ れ て お り 、9 月 7 日 
に ISS を 離脱 、8 日 に 大 気 圏 へ の 
再 突入 を 予定 し て いま す 。 再 突入 
時 に は 、 官 民 協力 の も と 開発 され 
た 再 突入 デー タ 収 集 装置 「::Ball 」 


7 月 13 日 
「 し ずく ] が 観測 し た 7 月 10 日 か ら 15 日 の グリ 


ー ン ラン ド 氷 床 表面 状態 の 変化 。 12 日 に は 
融解 領域 ( 氷 床 表面 が 湿っ て いる 状態 ) が ほ 
ぼ 全 域 と な っ た 様子 を 捉え た 。 通常 は 夏季 で 
も 表面 が 凍結 状態 に ある グリ ー ン ラン ド 氷 床 
の 内 陸 部 まで 融解 領域 が 広がっ た 可能 性 が 
高い と 考え られ 、14 日 以降 は 再び 非 融解 領 
域 が 拡大 し て いっ た こと が 分 か る 


が 、 再 突入 機 の た め の 設計 用 デー 
タ 取 得 を 目指 し ます 。 最 後 ま で 皆 
様 の 応援 を どう ぞ よ ろ し く お 願 い 
いた し ます 。 
「 こ う の と り ]3 号 機 の 最新 情報 
は 、 下 記 ウ ツェ ブサ イト で 随時 お 届 
けし て いき ます 。 
http://iss.jaxa.jp/htV/ 
っ 。 


Es 還 。 


ra で 


な = | 
「 こ う の と り ] 3 号機 に 入室 する クル ー を モニ タ す 
る 、 筑 波 宇宙 セン ター の HTV 運 用 管制 チー ム 


7 月 14 日 7 月 15 日 


ISS に 結合 し た 「 こ う の と り ] 3 号機 


時 を な 1 月 ば 入 c 林 2 二 人 
作 1 ぇ きせ >34 SB 答 タ 1 

タ 日 ク れ 8 陣 !2 IM 
を 補 及 月 を ょ ロ た 宮守 か 年 
進 正俊 に 取り 波 後 日 合 65 
め な は 所 得 地 放 人 に 動 打 月 
て と ど ず 症 し 球 動 洪 公 堆 518 KR 
ぃ い を | の その 詩 載 工 測 上 日 

く 行 久 初 い 観 A し r『 衛 げに ソノ 
予 う の 期 ま 洋 M て 呈 星 6 種 
年 初 精機 す を S い nut 了 チ (の 
松代 介し 時 2 訓 叶 7 第 半 軍 
年 認 語 ず し で 料 に 一生 騙 


w 
と ん 


ベル / 
7 
ク 


( 


ad 届 選 記 ー コ 
層 委 を 自 三 普 Bー pmd- テ へ 


Tl= ニ = 
7 月 に 九州 地方 を 襲っ た 記録 的 豪雨 。 画 像 は 


12 日 午前 2 時 ご ろ に 日 本 上 空 を 通過 し た 「 し 
ずく ] が 観測 し た 雨 の 様子 。 青色 か ら 緑 色 は 
弱い 雨 、 黄 色 か ら 赤 色 が 強い 雨 を 示し て いる 。 
熊本 か ら 大 分 に か け て の 九州 地方 を 中 心 に 、 
広い 範囲 で 強い 雨 が 降っ て いた こと が 分 か る 


(「 


己 NO ロ I ユ 内 晶 口 ヨ INI 


ニコ ニコ 生放送 _- 
| JAXA 宇 宙 航 空 最前 線 」 を 見 よう ! 


毎月 1 回 、 ネ ッ ト 配 信 の ニコ ニコ 生放送 の 公式 放送 番 


12 年 04 月 21 日 11:00 診 寺 


JAXA 宙 空前 線 第 10 回 出さ ん 、 宇宙 で の 組 と し て 、JAXA が 「JAXA 宇 宙 航 空 最前 線 ] を お 送 
[AXA ( 宇 下 加 研究 敵 発 機 個 ) 」 が 。 研究 ・ 開 発 揚 当 若 の 生 の 志和 を 通し て 宇宙 航空 り し て いる の を ご 存 知 で し ょ うか ? 2011 年 6 月 か ら ス タ 

1 < ちよ げ 和 1 行 2 
電導 : 21.431 コメ 15498 宙 飛 行 士 の 生出 演 、 時 に は JAXA へ の 就職 情報 も お 

/ コ ー ズ 打ち 上 げ 刺 前 | 星 出 飛行 上 が 茹 る 「 が ん ば れ 古川 さん 」 「JAXA ( 宇 麗 空 胡 届け する と いっ た 幅広 い 内 容 で す 。 出演 する の は 直接 業 

| )AX ム 下 各 空前 株 第 3 回 ロケ ッ ト の 世界 に 革命 。。 務 を 担当 する JAXA 職 員 。 自 分 た ちの 仕事 を 知っ て も 
ーー nm が 、 研究 ・ 開 発 旨 当 者 の 生 の 声 邊 通し て 宇宙 航空 ら お うと 最新 情報 や 裏話 が の 飛び交う の で 、 予定 の 1 時 間 


CCO で 終わ っ た た めし が あり ませ ん 。 進行 役 で ある 石田 紗英 

JAXA 補 正明 線 弟 4 国 … 理 らし を え る 字画 の 。。 子 さん が 思わ ず 繰 り 出す 超 本 質 的 な 疑問 や 視聴 者 か ら 

JAXA (和央) 」 な が 研究 開発 提 当 者 の 生 の 上 通し て 宇宙 の 質問 に 答え た り 、 視聴 者 同士 が 画面 上 に リア ル タ イ ム 
で 書き 込め る コメ ント で 交流 し た り 、 終 始 リ ラッ クス し た 
雰囲気 で 放送 し て いま す 。 


普段 は JAXA 東 京 事務 所 の 特設 スタ ジオ か ら お 伝え 
し て いま す が 、 筑 波 宇宙 セン ター の クリ ー ン ルー ム か ら 打 
ち 上 げ 前 の 人 工 衛星 を バッ ク に 生放送 と いう ユニ ー ク な 
企画 も 行い 、 好 評 を いた だ きま し た 。 


箕 2 回 (前線) 「 き ぼ JAXA シ ー ズ ン レ ポー ト 宇 面 (そら ) を 和 人 の た だ 部 2 回 (後編 ) 「 き ほぼ ほ 


2 番組 で は 、 取 り 上 げ て 敏 し い テ ー マ を 障 時 募集 し て い 
AFS コメ 19 マイ ク mai0 コメ マイ 4 ます の で どしどし お 寄せ 下さ い 。 ま た 、 今 後 の 放送 予定 


は JAXA ウ ェ ブ サイ ト (http://www.jaxa.jp/) 、 
JAXAtwitter(http://twitter.com/JAXA_jp/) 、 
Facebook(http://www.facebook.com/jaxa. 


jp )、 ニ コ ニ コ 生放送 


2 ー ー* 
疾 2 回 (前 六 ) 「 き ほ 2 回 ( 得 編 ) 「 き ぼ JAXA シ ー ズ ン レポ ー ト 先 斬 (そら ) を 人 の だ 番組 案内 で ご 紹介 し 
う 」 の 受験 っ て 、 ど ん 記 」 の 先 束 っ て 、 ど ん 2011 年 10 月 2 月 AXA 下 生還 人 上 
な ご と を し て る の ? な こと を し て る の ? 放 生 443 コメ 0 マイ 4 て いき ます の で 、 ど う 
漂 和 445 コメ 19 マイ 7 ま 210 コメ 7 マイ 4 
R ュ 
ぞ お 見 逃し な く ! 


ノー「JAXA'S」 配送 サー ビス を ご 利用 くだ さい 。 -、 
ご 自宅 や 戦場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ JAXA'S を 


配送 し ます 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要 す 
る 実費 を ご 負担 いた だ く こ と に な り ま す 。 詳 し く は 下 ! 
記 ウ ェ ブ サイ ト を ご 覧 くだ きい 。 
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関係 者 の 解説 を 交え 、「 き ば ぼう] 日 本 実験 棟 で 
行わ れ て いる 宇宙 実験 の 紹介 


@ お 問い 合わ せ 先 

財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 広報 ・ 調 査 事業 部 
「 JAXA's」 配送 サー ビス 窓口 
TEL:03-6206-4902 


\ 【A 


リサ イク ル 適 性 (⑳) | ! 
科 へ 差 み 、 字 征 を 導く 広報 部 〒100-8260 東京 都 寺 代田 区 丸の内 1-6-5 JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://www.jaxa.jp/ 
宇宙 航空 研究 開発 機構 丸の内 北 ロ ビル ディ ング 3 階 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/pr/mail/ 


Japan Aerospace Exploration Agency TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 JAXA's 配 送 サ ービス http://www.jaxas.jpD/ 


